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１.	はじめに	

	

	 本研究では、発展途上国の世界的観光リゾート地、インドネシア,	バリ島における、国家政策に

始まって成長した観光業の発展と、それに伴う現地住民の生活を支える自給自足の農業の衰退、こ

れらに影響を受ける若者の職業選択に着目している。さらに、未来のあるイメージの観光業とそれ

が無い農業とは別の価値観が存在し得るかどうかについて捉えること、また観光エリアと農業エリ

アの職業選択の考え方の違いが存在し得るかという課題を持っている。これらの課題に対し、現地

人の職業選択の現状を捉えるために，職業選択を行う立場にある現地住民の若者の職業価値志向を

知る意識調査に2015年より取り組んでいる。	

	 一般的に、農業人口が減少し、かつ農業従事に未来が見いだせない現状では、職業選択を行なう

若者世代は、経済的に潤う産業へ流出せざるを得ない。これは容易に想像できることだが、現地住

民の職業選択に関する実際の現状は明らかにされておらず、この実態を定量的に示した上での具体

的な地域の対策を講じることはなされていない。本研究では、この実態や職業選択に対する意識構

造を明らかにし、政策的には県行政や州政府に農業振興支援策づくりの働きかけを意図する。また、

学術的には、社会学的調査の分野で住民意識調査に関する研究としての提案を意図している。さら

に本研究の成果は、同じ様な事情を抱える発展途上国の国際観光島における農業の衰退と若者の職

業選択についての事例研究となるため、発展途上国における持続可能な観光業と農業の発展への知

見として提示することを意図している。	

	

２.第一次産業の現状	

	

	 発展途上国における国際観光地の開発は、経済発展のための外貨獲得策として政府主導で進めら

れている。その一方で、インドネシアでは農業を代表とする第一次産業に従事し生計を立てている

住民はインド・中国に続く世界3位（ILO（International	Labour	Organization）2016）で、人口の

6分の1の3800万人とであることから、人口の多くが第一次産業に従事していることがわかる。本研

究で調査対象としているバリ島は、2004年における第一次産業従事者は人口の4割と報告された。ま

た、ツーリズムの進展とともに、バリ島の人口は1985	年の255万8479人から、2004年には317万9918

人と20年間で1.24	倍に増えた。バリ州における土地利用の変化を概観してみると、1985年から2004

年の間に、水田（LahanSawah）が9万8830ヘクタールから8万2053ヘクタールと一貫して減少し続け

ており、畑（Tegalan）が14万7185ヘクタールから12万9124ヘクタールと1万8061ヘクタール減少し

ている。こうした土地利用の変化は、ツーリズムにともなう人口や世帯数の増加と関連づけて理解

できよう。さらに、2014年の職業センサス結果によれば、バリ島での職業に就く人々は約230万人（バ

リ島の人口：約390万人），事業部門別で最も従事者が多いのは，貿易，ホテル，飲食部門の約63万

人で職業人口全体の27.6％，現在では，バリ州の収入の三分の二を観光業が占めている。次いで農

業で，農業，林業，水産部門は約54万人で24.0％を占める。これは、2004年の4割に比べ減少してい



るとみられ，さらに2016年2月までのこの部門の労働者の数は10％減少していると報告された。また、

バリ島農業センサス2013によれば、農地利用者は、人口約400万人のうち2003年では48万5531人で、

2013年には40万4507人で10年で約2割減少している。バリ島での主要な産業の１つは農業でありなが

ら，働き手は主に観光業に流出し，農地利用も年々減少していることがわかる。	

	

3.	 本研究の目的  
 
	 発展途上国の世界的観光リゾート地における観光業の発展と同時に農業の衰退という課題があ

り、その課題に職業選択がどのような影響を及ぼしているのかを明らかにすることを目的とする。

具体的には次の 3 点を本論文で明らかにしたい。 
① 職業選択における考え方 
② 農業を職業として選択する際の考え方 
③ 人気職業別の職業選択への考え方の違い 
 
	 また、本研究の仮説としては、「発展途上国の世界的観光リゾート地における現地住民である若

者は、職業選択において華やかな世界で働くことが出来、かつ収入が高い観光業を選ぶ」とし、

これを検証することを試みる。 
	

4.	 先行研究と調査計画	

	

	 日本で職業選択に関する研究が取組み始められたのは、1980	年代（例えば下山	1986）の大学生

を対象とする職業選択研究で、その後現在に至るまで心理学や社会学で多くの研究がなされている

（例えば安達2003、	2004	 藤森1983	 安田1999等）。自分自身が一般的に仕事に求めることの概念

は「職業志向」と定義される。さらに、この職業志向は、生活を維持するための「経済的価値」と、

自分の存在価値を見いだす社会的役割に関わる「社会的責任」に関係する（盧2016）。これはClausen

（1986）によれば、「職業志望が経済的状況に左右されるのは事実だが、労働市場だけに依存する

わけではなく、両親の意見や指示、個人的関心の発達、人との出会い、さまざまな生活体験などが

絡み合って形成されていく」という点で説明できる。このように、職業志向は「経済的価値」にと

どまらず、自分の価値が見いだされるきっかけとなる「社会的責任」とも関連しながら決定される

（前田2009）。さらに、ウィリアムズ（1974）によれば、この「経済的価値」や「社会的責任」は、

「おもに連続する過程、それもしばしば欲求、好み、自己発見、感化、機会それに経験などの何年

間にもわたる相互関係の結果が影響する」と述べている。この職業選択を「過程」とみなす理論に

は、Ginzberg、およびSuperの研究の功績がある。Ginzbergは「それぞれの決定は、その時点に至る

までのその人の経験に関係し、かわって将来に影響を及ぼすのであるから、決定する過程は基本的

に変更できない」と述べ、職業志望は一時点のものではなく、長い期間を通じて行われる過程であ

るという分析を導き出している（Ginzberg等1951）。	

	 先行研究における職業価値志向の調査の方法は、本人が自分の仕事に求める重要な価値を尋ね、

その価値に関わる自分の気持ちの大小を尺度で回答するリッカートスケール方式をとっている。そ

の価値とは家族をはじめとした個人の生活史で培われた価値観を一つ質問ではなく、複数の視点で

測定する。その項目数は、最小で	4、最大では	230	にもなると報告される。	

	 上述の内容を参考とし、本研究における意識調査の内容についても、「経済的価値」や「社会的

責任」、さらに「家族の影響」と「自分自身の価値観」が反映されるような質問項目を準備し、か

つリッカートスケール8段階を採用した。この意識調査に関しては、職業選択に関する意識を知るた

めに、個人的な事情と，特に観光業と農業への志向を調査し，これらにどのような意識構造がある

のかを明らかにすることを意図している。	

	 意識調査のアンケート内容は、「フェースシート」「職業選択の考え方」「観光業に関する職業の印

象」「農業に関する職業の印象」「農業と観光業の融合（アグロツーズム）の印象」に関する5つの分

野に分けた（表1）。2016年実施の大学生に関しては59問、2017年〜2018年実施の高校生に関しては

大学生の結果でわかりにくい質問を見直し56問の構成とした。なお、観光業と農業に関する職業の



印象については、両者への考え方を比較するために、同じ質問内容で農業と観光業の言葉を入れ替

えた形とした。フェースシート以外の4つの分野の質問項目に関しては、「あてはまる」から「あて

はまらない」について8段階で尋ねるリッカートスケール形式となっている。	

	

表１	 意識調査の詳細	

	

	 バリ島全土からの平均的な考え方が得られるように、大学生はバリ州（インドネシアの地方行政

区画、州は最上位の地方自治体）にある国立と私立の中大規模の９つの大学、高校生はバリ州にお

けるすべての、9つのカブパテン（県）と呼ばれる第二級地方自治体(Daerah	Tingkat	II)で各1校以

上の国立普通高校を対象とした。大学生の調査は2016年5月に、高校生は2017年6月から2018年2月に

かけて行なった。調査票を回収した大学生被験者は406名、高校生は419名である。	

	

5.	調査結果	

	

	 大学生と高校生を被験者とする得られたデータに関して、単純集計、平均値の比較、因子分析、

回帰分析を用いて分析を行なった。データの信頼性係数は、大学生の結果は 0.922、高校生の結

果は 0.901（どちらもクロンバックのアルファ係数）であり、アンケート調査の信頼性の高さは

担保された。	

	

5.1 職業選択における考え方  
イ) 高校生と大学生が希望する職業	

被験者が希望する職業は共に、観光業、公務員、次に医療関係に職業の人気が高かった。高校生

では、1.	公務員 26％104 人、2.	観光業 22％88 人、3.医療 22％87 人であり、大学生では、1.	観

光業 50％178 人、2.	公務員 24％87 人、3.医療 10％35 人であった。特に大学生については、被

験者の半数が観光業に就くことを希望していたが、これは被験者の中に観光専門大学2校（95名）

が含まれている影響（専門を問わず本調査依頼の受入れ可能な学力が上レベルの大学を対象とし

たため）を考えると、高校生と同じ程度の割合と推測される。全体としては観光業と公務員が同

じ程度の人気があることがわかった。一方、農業を希望したのは高校生で 2％8 名、大学生 1％5

名のみであった。また、この設問では大学生の調査時には、バリ島の職業の種類について「その

他」が明確でなかったため、被験者にインタビューを行ない、サービス業の中に含めていた自営

業を独立させた。高校生の調査時には「自営業」を追加した。	

ロ) 高校生と大学生の希望する職業と親の職業の関係	

次に、高校生と大学生の希望する職業と親の職業についてのクロス集計を行った（表 2,表 3）。	

	 親の職業は、高校生では 1.自営業 98 人、2.公務員 70 人、3.観光業 67 人であり、農業は 4 位



の 65 名であった。大学生では 1.その他 89 人、2.農業 92 人、3.観光業 82 人、であった。その他

は多くが自営業と考えられる。親の職業と被験者の職業希望のクロス集計の結果、農業に就く親

を持つ者の、高校生については 48％31 名、大学生では 40％37 名が観光業を希望していた。また、

高校生については 17％10 名、大学生では 41％31 名が公務員を希望している。公務員に関しては、

公務員に就く親を持つ者の、高校生については 39％の 27 名、大学生では 33％の 25 名が公務員

を希望している。これらの結果から、親が農業に就いている被験者に人気のある職業は 1.観光業、

2.公務員であり、公務員につく親を持つ被験者は、公務員か観光を多くが希望していた。高校生

も大学生も 1％未満しか農業へ進まないことがわかった。	

	

表 2	 高校生の希望する職業と親の職業	

	

	

	

	

	

	

	

	

*注	

観光（ホテル、ホームステイ、アートショップ、ガイド、旅行代理店、温泉、観光のためのレストラン）	

農業（農家、農産物の販売）	

公務員（教師、政府、軍、警察）	

医療（医師、助産師、看護師、薬剤師）	

サービス（百貨店従業員、スーパーマーケット、ファーストフード、ガソリン）	

会社員（銀行、保険、輸出入、建築家、司法・行政書士、弁護士）	

建設	 （建築士、大工）	

自営業（商人、彫刻家、画家、ドライバー）	

	

表 3	 大学生の希望する職業と親の職業	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

ハ) 「職業選択の考え方」の質問群における回答傾向	

次に、「職業選択の考え方」に関する 10 の質問群（表 3 の縦軸参照）について、大学生と高校生

の結果を比較した（表 3）。因子分析の最尤法（プロマックス回転）を用い分析した結果を表 3 に

示す。高校生（標本妥当性 0.770	有意確率 0.000）は 4 因子得られた。第 1 因子が約 3 分の 1 の

考え方を象徴しており、職業選択での重要な点は、「より高い収入を得て自分の家族を助けるこ

とができること」、であった。第 2 因子は「若さによる華やかな世界への挑戦」、第 3 因子は「自

分の意志で社会に役立てる職業に就くこと」、第 4 因子は「周囲への自慢が出来る職業に就くこ

と」、であった。続いて、大学生（標本妥当性 0.821	有意確率 0.000）は 3 因子得られた。第 1

因子は「家族と公共の利のために自ら職業を選ぶ」、第 2 因子は「高校生と同じく若さによる華

やかな世界への挑戦」、第 3 因子は「家族の事情に左右されて職業に就くこと」、であった。高校

生と大学生に共通する点は、職業選択は家族を助けるためという気持ちが大きく、しかしながら

若いうちは華やかな世界に挑戦する、という考え方を持っていることがわかった。	
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表 3	 「職業選択の考え方」高校生と大学生因子分析の結果	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

ニ) 男女の意識の違い	

本調査のすべての質問群で各質問がリッカートスケール 8 段階となっている、「職業選択の考え

方」「観光業に関する職業の印象」「農業に関する職業の印象」「農業と観光業の融合（アグロツ

ーズム）の印象」の質問に関し、男女の回答傾向について、大学生と高校生の結果をそれぞれ平

均値の差（マンホイットニーU 検定）を比較した（表 4）。その結果、高校生大学生共に、男女の

回答傾向に平均値の差が見られた質問は「農業に関する職業の印象」質問群のみで、この質問群

の中で 5 問あった。それらは、「農業で働いてみたい」（高校生 p<0.000,大学生 p=0.003）,「自

分の夢は農業で働くことである」（高校生 p=0.040,大学生 p=0.020）,「農業での仕事は観光業の

仕事より魅力的だと思う」（高校生 p=0.031,大学生 p=0.061）「今でなくいつか農業で働きたい」

（高校生 p<0.000,大学生 p<0.000）,「家族は農業で働く事に期待している」（高校生 p=0.013,

大学生 p<0.000）であった。これについて、男女の平均値を見ることで具体的な考えの違いを検

討すると、男女の平均値の開きが大きいものは、高校生・大学生共に「今でなくいつか農業で働

きたい」であり、大学生はその他「農業で働いてみたい」、「自分の夢は農業で働くことである」、

「家族は農業で働く事に期待している」となった。いずれも男子のほうが各設問の考えがより多

く当てはまる傾向を示している。これはつまり、男子のほうが農業で働くことを想定すると、自

己の関心と周囲の状況から農業で就労しようとする意思が高くなるだろうことがわかった。	

	

表 4	 「農業に関する職業の印象」質問群における男女の回答傾向の差	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

5.2	 農業を職業として選択する際の考え方	

イ) 農地所有の有無と自分の農業継承責任	

被験者の実家が農業に関わっている者（小作人を雇う、農地を貸すなどの農業が職業でない家も

含む）で、農地所有の有無と自分の農業継承責任について質問した。その結果、高校生について

は親が農業であり、農地の所有の有が 64％77 人で、農業の継承責任が 25％30 人であった。同じ

く大学生では 68％106 人、31％48 人であった。農地所有が有であり、かつ農業の継承責任が有で

高校生 大学生
有効回答数 回答平均値 p値 有効回答数 回答平均値 p値

農業で働いてみたい 男 178 2.8 p<0.000 148 3.8 p=0.003
女 218 2.4 212 3.2

自分の夢は農業で働くことである 男 177 2.3 p=0.040 147 3.5 p=0.020
女 217 2.1 211 2.9

農業での仕事は観光業の仕事より 男 177 3.0 p=0.031 148 3.9 p=0.061
魅力的だと思う 女 218 2.8 212 3.5
今でなくいつか農業で働きたい 男 178 3.1 p<0.000 148 4.1 p<0.000

女 218 2.6 209 3.3
家族は農業で働く事に期待している 男 177 2.2 p=0.013 148 3.3 p<0.000

女 218 1.9 210 2.6



ある者は、高校生では 25 人で全体の 6％、大学生では 41 人で全体の 10％存在した。これは先の

5.1 で示した農業希望者の結果（高校生 8 人，大学生 4 人）と比較すると、このあてはまる者の

多くが農業を継承しないことがわかる。これはバリ州政府から警鐘を鳴らされている「農家の子

供たちは、農業部門外で働くことを好むため、両親の努力を継続することを期待する」という警

告が発せられた通りの結果となっている。つまり、農地を所有しており農業の継承責任がある者

も、多くが卒業後の希望職業が農業ではないことがわかった。	

	

ロ) 農業で就労することの印象	

本調査では、農業従事希望者が少ないことを想定し、あらかじめ農業に就くことを想定した印象

についても尋ねた。被験者が農業に就かなくとも、就くことを想定し、どのような考えを基礎と

して農業を選ぶ可能性があるのかについて回答を得た。	

	 はじめに、農業に就くことを想定した質問群の 15 問について、「収入の高さ」を従属変数とし、

その他 14 問を独立変数として回帰分析（最適尺度法）を行なった（表 5）。その結果、高校生は、

現在の「実家の家族の貧困と将来の自分が持つ家族のために自分自身の意志で農業に就きたい」

と考え、大学生は、現在の「実家の家族の貧困と将来の自分が持つ家族のために好ましくないけ

れど自分の意志で農業に就きたい」、と考えていた。	

	 次に、同じく「今でなくいつか農業で働きたい」を従属変数とした場合は、高校生は、「将来

の成功を夢見て、自分の将来に持つ家族のために自分の意志で農業に就きたい」と考え、大学生

は、「農業の将来の明るい見通しによって、周囲の人が農業にだろうから自分の貧しい真族を助

けるために農業に就きたい」と考えていた。	

	 次にこの 15 問についての因子分析（最尤法・プロマックス回転）の結果を示す（表無し）。高

校生に関して（KMO 標本妥当性は 0.923、有意確率 0.001 以下）。3 因子得られた。因子寄与率は

第１因子 47.8％、第 2 因子 8.9%,第 3 因子 6.7%であり、バランスが良くないが第１因子の結果が

被験者の多くの考え方が反映されていた。第 1因子からわかることは、自分自身の意志ではなく、

家族への思いや友人による影響によって農業を選ぶことがわかった。大学生については（KMO 標

本妥当性は 0.961、有意確率 0.001 以下）、2 因子得られた。因子寄与率は第１因子 64.4％、第 2

因子 5.4%,であり、第１因子の結果が被験者の多くの考え方が反映されていた。第 1 因子からわ

かることは、家族への思いや友人による影響によって、自分自身の意志で農業を選ぶことがわか

った。	

	 これらの結果から、被験者の高校生や大学生が農業に従事するためには、双方とも、「自分の

周りのおかれた環境をより豊かにしたい」ということがわかった。また、高校生も大学生も自分

の意志でそれを決断する意志が高く含まれていることが特徴的であった。	

	

表 5	 農業に就く理由	 回帰分析の結果	

（左：従属変数：収入の高さ，	 右：従属変数：今でなくいつか農業に働きたい）	

	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5.3	 人気職業別の職業選択への考え方の違い  
	 高校生と大学生の分析結果から、人気のある職業は観光業と公務員で、次いで医療であった（5.1
参照）。これらについての回答傾向を比較し、考え方の違いについて調べた（ノンパラメトリック

検定：Kruskal Wallis）（表 6）。「職業選択の考え方」の質問群について、それぞれの設問毎に平

均値およびこの 3 群の平均値の差をもとめた。同時に、平均値の比較に追加し、細かい傾向を知

るために、この質問群についてどの設問が考え方に強く影響するのかを各職業希望グループ別に

因子分析（最尤法：プロマックス回転）（表 7）を行なった。 
	 その結果、高校生では、「都会志向」「お金への執着」「家族を助けたい」「社会貢献」「自分の意

志」「家族の事情に左右される」が 3 群の平均値の差が認められた。平均値について、観光業で一

番高いものは「都会志向」「お金への執着」「家族を助けたい」、公務員で一番高いものは「家族の

事情に左右される」、医療で一番高いものは「社会貢献」であった。さらに因子分析の結果、観光

業については、第１因子「都会に行くことを自慢できる」第 2 因子「家族を助けたい」第 3 因子

「自分で気に入った職業に就きたい」第 4 因子「若いので華やかな都会にいきたい」であった。

公務員については、第１因子「若いので華やかな場所で働き周りに自慢したい」、第 2 因子「社会

貢献をしたい」、第 3 因子「家族を助けたい」であった。医療については、第１因子「都会に行く

ことを自慢できる」、第 2 因子「若いので華やかな世界にいきたい」、第 3 因子「社会貢献」第 4
因子「自分の意志で職業を決めたい」であった。 
	 同じく大学生の 3 群の平均値の差をもとめた結果、「自慢（をしたい）」「自分の意志」「家族の

事情に左右される」が 3 群の平均値の差が認められた（ノンパラメトリック検定：Kruskal Wallis）。
平均値について、観光業で一番高いものは「自慢（をしたい）」、公務員で一番高いものは「家族

の事情に左右される」「自分の意志」、医療で一番高いものはなかった。また、「自慢（をしたい）」

については 3 群共に数値が高く、3 群の平均値も 7.5 であり、世間に自慢できる職業を選ぶこと

も重要視していることがわかる。さらに因子分析の結果、観光業については、第１因子「若いの

で華やかな世界たくさん稼ぎたい」第 2 因子「年齢に関わらず家族や社会に役立ちたい」であっ

た。公務員については、第１因子「高い収入で家族を助けたい」第 2 因子「若いから」第 3 因子

「この職業で周りに自慢したい」であった。医療については、第１因子「家族を助けるために多

く稼ぎ、周囲に自慢したい」第 2 因子「若いので華やかな世界にいきたい」第 3 因子「家族に事

情があるため」であった。 
	 これらの結果から、職業選択における考え方の違いとして、観光業を選ぶ者は、「家族を助ける

ために、自分の意志で若いうちに華やかな世界で職業に就きたい」、公務員を選ぶ者は「職業選択

は家族の事情に左右されるが、高い収入で家族を助けられる職業を選びたい」、医療を選ぶ者は「社

会や家族のために、華やかな世界で自慢できる職業に就きたい」という考え方があることが推測

された。 
 

表 6	 高校生と大学生の「職業選択の考え方」平均値の比較	

	



表 7	 高校生と大学生の「職業選択の考え方」因子分析の結果	

	

6.	 考察	

 
	 本調査で得られた結果について、3.で述べた、明らかにすべき点に沿い下記に考察を加える。 
 
① 職業選択における考え方 

高校生と大学生の分析結果から、人気のある職業は観光業、公務員、次いで医療であった。一方、

農業を希望したのは高校生で 2％8 名、大学生 1％4 名のみであった。親が農業に就いている被験

者に人気のある職業は 1.観光業、2.公務員であり、高校生も大学生もこの中で 1％未満のみ農業

を継ぐ者がいることがわかった。また、因子分析の結果、高校生と大学生に共通する点は、職業

選択は「家族を助けるため」という気持ちが大きく、しかしながら「若いうちは華やかな世界に

挑戦する」、という考え方を持っていることがわかった。男女の回答傾向について、大学生と高

校生の結果をそれぞれ平均値の差を比較した結果、高校生大学生共に、男女の回答傾向に平均値

の差が見られた質問は「農業に関する職業の印象」質問群のみで、男子のほうが各設問の考えが

より多く当てはまる傾向を示している。これはつまり、男子のほうが農業で働くことを想定する

と、自己の関心と周囲の状況から判断して、農業で就労しようとする意思が高いことがわかった。	

 
② 農業を職業として選択する際の考え方 

被験者の高校生や大学生が農業に従事するためには、双方とも、自分の周りのおかれた環境が影

響するということがわかった。また、回帰分析の結果も因子分析の結果も、高校生も大学生も自

分の意志でそれを決断するという点が特徴的であった。先の①で述べた様に、農地を所有してお

り農業の継承責任がある者の多くが卒業後の希望職業が農業ではないことがわかった。	

 
③ 人気職業別の職業選択への考え方の違い 

人気のある職業は観光業、公務員、次いで医療であった。これらの人気のある職業ごとの職業選

択の考え方は、観光業を選ぶ者は、「家族を助けるために、自分の意志で若いうちに華やかな世

界で職業に就きたい」、公務員を選ぶ者は「職業選択は家族の事情に左右されるが、高い収入で

家族を助けるために職業を選びたい」、医療を選ぶ者は「社会や家族のために、華やかな世界で

自慢できる職業に就きたい」という考え方があることが推測された。 
 
	 さらに、本研究の仮説としては、「発展途上国の世界的観光リゾート地における現地住民である

若者は、職業選択において華やかな世界で働くことが出来、かつ収入が高い観光業を選ぶ」であ

った。これを上述の結果から検討すると、観光業だけでなく並んで公務員と、次に医療が人気が

あった。華やかな世界は観光業だけでなく医療を選択する者の考え方にもあてはまり、また収入

が高いのは公務員にもあてはまった。このため、仮説は間違ってはいないが、正確に正しいとは

言えなかった。 



7.	 最後に  
 
	 本研究の結果から、インドネシアの中央政府は、農業に夢を見いだせない若者に、将来の製剤

的成功や自慢が出来る職業としての夢を与えるため、農作物の卸売価格の上昇や、農業技術が向

上するための研修、農業機械購入の補助金などの政策を強化する必要がある。州や県では農業専

門家の派遣や、各地域での課題を詳細に把握し、それに見合った対策を立てる必要がある。各レ

ベルでそれぞれが農業の衰退に危機感を持ち、世代交代する若者が農業を見直せる、かつ観光業

と公務員の様に生計を立てていけるような対策を早急につくっていく必要があろう。 
	 本研究の今後の課題としては、発展途上国では職業選択の機会が幅広い世代であるため、農業

に就く可能性のある中学生や小学生、さらに卒業後の社会人を対象とした意識調査の必要性があ

る。これに関しては、卒業後の実際に就職した後の社会人に関しては、インタビュー形式の意識

調査を 2018 年夏に実施を開始した。中学生や小学生についてはアンケート調査に対する回答態度

のリテラシーに欠けるので実施が難しいため、今後の必要性に応じて実施を検討する予定である。	

	 本研究の今後の展開としては、発展途上国の世界的観光リゾート島は、例えばタイのプーケッ

ト島、マレーシアのランカウイ島、フィリピンのセブ島などがあるが、それらの場所も将来調査

が行われ、発展途上国における国際観光島における職業選択の実態としての成果が取りまとめら

れることが期待される。しかしながら、これらを実現するには時間を要する。将来、発展途上国

における国際観光島の抱える農業と観光業の問題として取りまとめることを計画し、段階的に研

究成果を示したい。 
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